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北方領土返還要求運動の
シンボルの花「千島桜」
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輝く我が福島町「人財」
町長の町づくり奮闘記
タウン情報　ほか
役場からのお知らせ
国民年金のお知らせ
医療受給者証の更新について
後期高齢者医療制度のお知らせ
緊急地震速報伝達訓練の実施のお知らせ

第26回女だけの相撲大会写真コンテスト結果
生涯学習コーナー
農林かわら版
地域おこし協力隊のふくしま散歩！
今月の行事予定
お知らせほか
ちびっこギャラリーほか
わが家のアイドルで～すほか
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5月28日（日）吉岡小学校・町民合同大運動会　選手宣誓



〔　〕2

▲右上：野坂亜衣ちゃん、
　右下：白川仁胡ちゃん、
　左：吉田飛龍くん

　

７
月
号
で
は
相
撲
少
年
団
を
代
表
し
て
、
野
坂
亜
衣
ち
ゃ
ん
（
小
学

３
年
生
）、
白
川
仁
胡
ち
ゃ
ん
（
小
学
４
年
生
）、
吉
田
飛
龍
く
ん
（
小

学
４
年
生
）
を
取
材
し
ま
し
た
。

人財
たから

輝く
我が福

ま　ち

島町

問
１�

．
相
撲
を
始
め
よ
う
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
何
で

す
か
？

（
亜
衣
ち
ゃ
ん
）

　

お
兄
ち
ゃ
ん
が
相
撲
を
や
っ

て
い
る
の
を
見
て
、
強
く
て
す

ご
い
と
思
っ
て
私
も
始
め
て
み

ま
し
た
。

（
仁
胡
ち
ゃ
ん
）

　

お
兄
ち
ゃ
ん
が
先
に
相
撲
を

始
め
ま
し
た
。
相
撲
を
や
っ
て

い
る
お
兄
ち
ゃ
ん
に
憧
れ
て
始

め
ま
し
た
。

（
飛
龍
く
ん
）

　

横
綱
千
代
の
富
士
が
亡
く

な
っ
た
時
、
横
綱
千
代
の
富
士

の
功
績
や
強
さ
を
改
め
て
実
感

し
、
横
綱
千
代
の
富
士
の
よ
う

な
お
相
撲
さ
ん
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
始
め
ま
し
た
。
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問
２�

．
相
撲
を
や
っ
て
い
て
、

や
り
が
い
を
感
じ
る
時
は

ど
ん
な
時
で
す
か
？

（
亜
衣
ち
ゃ
ん
）

　

１
年
生
と
２
年
生
の
と
き
に
金
メ

ダ
ル
を
と
れ
た
時
で
す
！

（
仁
胡
ち
ゃ
ん
）

　

大
会
で
練
習
し
た
成
果
を
出
す
こ

と
が
出
来
た
時
、
と
て
も
達
成
感
が

あ
り
ま
す
！

（
飛
龍
く
ん
）

　

教
え
て
も
ら
っ
た
技
を
使
っ
て
大

会
で
相
手
に
勝
っ
た
時
！

　

去
年
の
大
会
で
、
３
位
以
内
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
た
ら
本
当
に
な

る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
！

問
４�

．
自
分
に
四
股
名
を
つ
け

る
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
四

股
名
を
つ
け
ま
す
か
？

問
５�

．
最
後
に
、
７
月
に
開
催

す
る
「
千
代
の
富
士
杯
争

奪
相
撲
大
会
」
出
場
へ
の

意
気
込
み
を
！

（
亜
衣
ち
ゃ
ん
）

　

千
代
の
山
に
憧
れ
て
い
る
の
で
、

自
分
の
名
前
と
千
代
の
山
を
合
わ
せ

た
「
亜
衣
の
山
」
で
す
。

（
仁
胡
ち
ゃ
ん
）

　
「
一
白
川
」
で
す
ね
。
普
段
は
陽

気
な
雰
囲
気
で
す
が
、
勝
負
の
時
は

真
剣
に
挑
む
「
一
山
本
」
に
憧
れ
て

い
る
の
で
。

（
飛
龍
く
ん
）

　

千
勝
し
た
横
綱
千
代
の
富
士
に
憧

れ
て
い
る
の
で
、
自
分
の
名
前
と
組

み
合
わ
せ
て
、「
千
代
飛
龍
」
で
す
。

（
亜
衣
ち
ゃ
ん
）

　

ど
ん
な
相
手
に
も
負
け
な
い
よ
う
、

一
つ
一
つ
の
練
習
に
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
！

（
仁
胡
ち
ゃ
ん
）

　

一
山
本
み
た
い
に
全
勝
で
き
る
よ

う
、
ど
ん
な
に
強
い
相
手
で
も
ど
ん

ど
ん
立
ち
向
か
え
る
よ
う
練
習
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
！

（
飛
龍
く
ん
）

　

前
回
の
大
会
で
、
１
回
戦
目
で
負

け
た
選
手
も
出
場
す
る
の
で
、
そ
の

選
手
に
勝
つ
た
め
に
、
厳
し
い
稽
古

を
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
！

問
３�

．
相
撲
を
し
て
い
る
中
で
、

嬉
し
か
っ
た
こ
と
や
印
象

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

（
亜
衣
ち
ゃ
ん
）

　

合
宿
で
大
人
と
一
緒
に
稽
古
し
た

こ
と
で
す
。
楽
し
か
っ
た
し
、
大
人

の
人
た
ち
が
強
く
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。

（
仁
胡
ち
ゃ
ん
）

　

去
年
の
大
会
で
、
金
メ
ダ
ル
を
取

れ
て
、と
て
も
嬉
し
か
っ
た
こ
と
で
す
。

（
飛
龍
く
ん
）

　

去
年
の
わ
ん
ぱ
く
相
撲
で
３
位
を

取
っ
た
こ
と
。
お
父
さ
ん
も
す
ご
く

喜
ん
で
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
！

　

今
年
は
全
国
大
会
に
行
け
る
よ
う

約
束
し
た
の
で
、
頑
張
り
ま
す
！



　

よ
く
町
民
の
方
々
か
ら

「
町
長
さ
ん
忙
し
い
で
し
ょ

う
」
と
声
を
か
け
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

私
が
職
員
時
代
に
見
て
き

た
町
長
の
職
務
は
、
休
み
も

少
な
く
出
張
も
多
く
ハ
ー
ド

な
も
の
で
気
力
と
体
力
が
な

け
れ
ば
勤
ま
ら
な
い
職
だ
と

感
じ
て
お
り
ま
し
た
が
、
自

分
が
そ
の
職
に
つ
い
て
、
改

め
て
そ
れ
を
体
感
し
て
お
り

ま
す
。

　

就
任
以
来
、
町
長
の
仕
事

の
内
容
が
少
し
で
も
町
民
の

皆
様
に
伝
わ
れ
ば
と
い
う
思

い
で
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を
書
か

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
月
は
、
町
長
の
職
務
の

中
で
国
や
道
へ
地
元
の
声
を

届
け
る
た
め
に
行
っ
て
い
る

陳
情
や
要
望
活
動
を
中
心
に

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
イ
カ
漁
の
不
振

が
続
き
、
特
に
昨
年
は
記
録

的
な
不
振
と
な
り
、
漁
師
は

も
と
よ
り
水
産
加
工
業
も
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
松

前
町
の
石
山
町
長
と
連
携

し
、
両
町
合
同
で
六
月
六

日
（
火
）
に
、
国
及
び
道
南

選
出
の
国
会
議
員
の
方
々
に

「
ス
ル
メ
加
工
原
料
の
安
定

確
保
」
に
関
す
る
要
望
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
要
請
活
動
に
は
、

松
前
町
・
福
島
町
ス
ル
メ
加

工
業
連
絡
協
議
会
の
カ
ネ
キ

ン
高
松
水
産
の
高
松
専
務
と

地
元
の
大
久
吉
田
水
産
の
吉

田
社
長
と
ご
子
息
も
同
行

し
、
地
元
の
切
実
な
声
を
直

接
聞
い
て
い
だ
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
国
会
開
会
中
の

こ
と
も
あ
り
、
あ
い
に
く
山

本
農
林
水
産
大
臣
は
不
在
で

し
た
が
、磯
崎
農
林
副
大
臣
、

佐
藤
水
産
庁
長
官
と
お
会
い

す
る
こ
と
が
で
き
、
直
接
要

望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
懇

談
の
中
で
、
こ
こ
数
年
の
イ

カ
漁
の
不
漁
に
よ
り
危
機
的

な
状
況
に
あ
る
両
町
の
水
産

加
工
業
の
現
状
を
説
明
し
、

イ
カ
の
輸
入
枠
の
追
加
拡
大

や
中
国
船
な
ど
に
よ
る
日
本

海
海
域
で
の
違
反
操
業
の
取

り
締
ま
り
の
強
化
を
要
請
い

た
し
ま
し
た
。

　

磯
崎
副
大
臣
か
ら
は
、「
不

漁
に
よ
る
加
工
業
者
の
被
害

が
出
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ

る
努
力
を
す
る
」
と
の
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
選
出
の
国
会

議
員
の
前
田
衆
議
院
議
員
及

び
逢
坂
衆
議
院
議
員
並
び
に

横
山
参
議
院
議
員
へ
も
要
望

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
七
日
（
火
）
に
、

渡
島
総
合
開
発
期
成
会
で
道

及
び
北
海
道
開
発
局
な
ど
の

関
係
機
関
に
対
す
る
要
望
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
高
橋
は
る
み
知

事
を
は
じ
め
関
係
部
長
へ
要

望
書
を
提
出
し
、
ま
た
、
管

内
選
出
の
北
海
道
議
会
議
員

へ
も
要
望
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

期
成
会
で
は
、
例
年
、
札

幌
要
望
と
、
国
な
ど
へ
の
中

央
要
望
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
要
望
の
内
容
は
、
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
し

て
、
一
、
北
海
道
新
幹
線
の

建
設
促
進
、
一
、
北
海
道
縦

貫
自
動
車
道
の
整
備
促
進
、

一
、
幹
線
道
路
網
等
の
整
備

促
進
な
ど
で
、
松
前
半
島
道

路
の
早
期
整
備
に
関
し
て
も

こ
う
し
た
中
で
要
望
を
展
開

～元気で笑顔のあふれる福島町を実現するために～
【中央へ地元の思いを伝える・・・】

町長のまちづくり奮闘記第21号

し
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
は
、
町
単
独
で
の
国

な
ど
へ
の
要
望
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
回
、
松
前
町
と
の
合
同
で

の
要
望
活
動
は
、
地
域
の
声

を
国
な
ど
の
中
央
へ
届
け
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
意
義
深

い
も
の
が
あ
っ
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
ノ
ー
ベ
ル

生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
さ

れ
、
現
北
里
大
学
特
別
栄
誉

教
授
の
大
村
智
さ
ん
は
、
子

供
の
頃
、
祖
母
か
ら
「
世
の

中
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
、

人
の
た
め
に
な
る
こ
と
だ
」

と
繰
り
返
し
、
繰
り
返
し
言

い
聞
か
さ
れ
て
育
っ
た
と

言
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
大
村
さ
ん
が

臨
済
宗
僧
侶
の
松
原
泰
道
先

生
が
百
一
歳
の
時
に
い
た
だ

い
た
言
葉
に
「
よ
き
人
生
は

日
々
の
丹
精
に
あ
る
」
と
あ

り
ま
す
。
大
変
重
み
の
あ
る

言
葉
で
す
が
、
私
た
ち
も

日
々
努
力
を
重
ね
て
、
よ
り

よ
き
ま
ち
づ
く
り
の
道
を
歩

み
た
い
も
の
で
す
。
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書
道
大
会
に
て
、
多
数
受
賞
！

吉
岡
小
学
校
・
町
民
合
同
大
運
動
会

　

千
葉
県
成
田
市
の
成
田
山
新
勝
寺
が
主
催
す
る
「
第
33
回
成
田
山
全
国

競
書
大
会
」
に
お
い
て
、
町
内
小
中
高
生
35
名
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

福
島
商
業
高
校
書
道
担
当
教
諭
の
川
人
進
氏
が
主
宰
す
る
書
道
教
室
に

通
う
子
ど
も
達
が
、
日
頃
の
成
果
を
試
す
た
め
に
毎
年
出
品
し
て
い
る
も

の
の
一
つ
で
、
特
に
こ
の
大
会
は
全
国
最
高
水
準
の
出
品
数
と
難
易
度
を

誇
る
た
め
、
日
々
の
努
力
と
高
度
な
力
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
今
大
会
で
は
、

応
募
総
点
数
約
13
万
点
の
中
か
ら
、
特
別
賞
で
あ
る
「
読
売
賞
」
を
佐
藤

里
菜
さ
ん
が
受
賞
し
た
ほ
か
、多
く
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
受
賞
者

・
読
売
賞
（
特
別
賞
）

　

佐
藤 

里
菜
さ
ん

・
日
輪
賞
（
推
薦
賞
）

　

田
澤 
志
保
里
さ
ん

　

星
井 

慎
太
郎
さ
ん

・
月
輪
賞
（
特
選
賞
）

　

川
口 

つ
ぐ
み
さ
ん

　

松
村 

透
留
さ
ん

　

房
立 

果
歩
さ
ん

　

阿
部 

颯
樹
さ
ん

※�

金
剛
賞
（
金
賞
）
に

28
名
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

５
月
28
日
（
日
）、
雨
天
に
よ
り
会
場
を
体
育
館
に
移
し
、
吉
岡
小

学
校
・
町
民
合
同
大
運
動
会
が
行
わ
れ
、
幼
児
・
小
学
校
の
児
童
を
は

じ
め
、
多
く
の
地
域
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
チ
ー
ム
で
一
つ
の
輪
を

つ
く
り
、
力
を
出
し
き
っ
て
楽
し
む
運

動
会
！
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
参
加
者

た
ち
は
、
大
き
な
拍
手
と
大
歓
声
の
中
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
目
に
力
を
出
し
切
り
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
楽
し

い
運
動
会
は
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。

▲書道教室の練習の様子

▲親子で協力！

▲ボール転がしに苦戦

▲吉小ソーラン2017〔　〕5



「
吉
岡
緑
の
会
」
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

イ
カ
の
ぼ
り
で
大
漁
祈
願
!!

　

６
月
８
日
（
木
）、
北
海
道
よ
り
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
日
、「
吉
岡
緑
の
会
」
の
皆
さ
ん

に
プ
ラ
ン
タ
ー
の
植
え
替
え
と
吉
岡
道
道
沿
い
に
設
置
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
内
水
産
加
工
場
の
大
久
吉
田
商
店
（
吉
田
隆
悦

社
長
）
で
は
、
鯉
の
ぼ
り
と
共
に
「
イ
カ
の
ぼ
り
」

を
あ
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
毎
年
６
月
１
日
の
ス
ル
メ
イ
カ
漁
解
禁

に
合
わ
せ
、
同
社
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
ス
ル
メ

加
工
原
料
と
な
る
イ
カ
の
大
漁
祈
願
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
思
い
に
よ
り
、
近
年
の
イ
カ
不
漁
を
吹
き
飛

ば
し
、
大
漁
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▲道路に設置しています ▲花植えの様子

▲

吉
岡
緑
の
会
の
皆
さ
ん

▲イカのぼり（右から2番目）

知内診療所 知内町字重内31番地130

℡：01392-5-3509

医師：山内賢二（院　長）

　　　山内雅史（副院長）毎週金曜日

（受付時間 12:00～）

医師：山根　　繁

知内消防署

函館信金
知内支店

知内保育園

保健センターと

同じ建物

☆知内診療所

保健センター

（ )

至 福島 至 木古内

〔　〕6



　

６
月
６
日(

火)

、
鳴
海
町
長
が
、
松
前
町
・
福
島
町
の
水
産
加
工

業
者
25
社
で
立
ち
上
げ
た
「
松
前
町
・
福
島
町
ス
ル
メ
加
工
業
連
絡

協
議
会(

湯
浅
章
会
長)

」
の
大
久
吉
田
商
店
吉
田
隆
悦
社
長
・
吉
田

隆
寿
工
場
長
、
松
前
町
長
ほ
か
関
係
者
と
と
も
に
、
農
林
水
産
省
を

訪
れ
、
礒
崎
副
大
臣
に
ス
ル
メ
イ
カ
加
工
原
料
の
安
定
確
保
に
向
け

輸
入
枠
の
新
設
な
ど
を
求
め
る
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
の
イ
カ
大
不
漁
に
よ
る
ス
ル
メ
加
工
原
料
不
足
に

よ
り
、
両
町
の
業
者
が
危
機
的
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
行
っ

た
も
の
で
、
①
ス
ル
メ
加
工
原
料
の
安
定
確
保
②
資
源
確
保
の
た
め

の
違
法
操
業
対
策
の
二
点
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

鳴
海
町
長
か
ら

は
、
ス
ル
メ
加
工

業
者
の
経
営
が
地

域
経
済
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
も

の
で
あ
り
、
切
実

な
問
題
で
あ
る
こ

と
を
強
く
訴
え
ま

し
た
。

　

ま
た
、
水
産
庁

佐
藤
長
官
や
渡
島

選
出
の
国
会
議
員

を
訪
れ
、
同
様
に

要
望
書
を
手
渡

し
、
そ
れ
ぞ
れ
力

強
い
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ス
ル
メ
加
工
原
料
の

　
　
　
　

安
定
確
保
を
要
望

平
成
29
年
度
札
幌
福
島
会
総
会

　

６
月
17
日
（
土
）、
札
幌
近
郊
の
福
島
町
出
身
者

で
つ
く
る
「
札
幌
福
島
会
」（
吉
澤
慶
信
会
長
）
の

総
会
が
、
会
員
と
来
賓
77
名
の
出
席
に
よ
り
、
ホ
テ

ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鳴
海
町
長
と
溝
部
議
長
か
ら
の
町
の
色
々
な
話
に

耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、
会
員
同
士
が
再
会
を
喜
び

合
い
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
る
な
ど
、
な
ご
や
か
な

総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
福
島
町
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を
活
用
し
、

福
島
商
業
高
校
の
生
徒
に
よ
る
特
産
品
の
販
売
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
の
最
後
に
は
、
出
席
者
全
員
で
手
を
つ
な
い
で

「
ふ
る
さ
と
」
を
歌
い
、
福
島
に
思
い
を
は
せ
て
お

り
ま
し
た
。

▲

高
校
生
に
よ
る
物
販

▲

千
軒
出
身
の
佐
藤
恵
子
さ
ん

【事業内容】　電気の事なら何でも相談してください

内線工事（設計・施工）住宅からビルまでの電気工事

外線工事（設計・施工）電柱建てから電線の張替等

本　社 住所 ： 檜山郡厚沢部町字富栄611-4 消防施設工事 保守点検・設計施工　火災報知器の取付等

URL ： http://www.hiyama-denki.co.jp
　　雇用保険・労災保険・健康保険

　　昇給有り・賞与年２回・他手当有り

E-mail ： hiyama02@beach.ocn.ne.jp 　本社又は営業所に気軽に電話ください
北海道グリ-ン・ビズ認定、北海道と家庭教育サポート企業協定締結

 特定建設業 豊かな技術と確かな信頼工事

　　　みんな未経験から始めているよ。

株式会社桧山電気工業 電気工事

　 　　　電話 ： ０１３９－６４－３３３１
正正社社員員募募集集中中

営業所住所 ： 松前郡福島町字福島524
　　厚生年金・退職金共済・災害保険

          電話 ： ０１３９－４４７７－－３３６６２２２２

みんなまってるよ～

▲左から、衆議院：前田議員、石山松前町長、
　農林水産業省：礒崎副大臣、大久吉田商店：吉田社長、鳴海町長
　高松水産（松前町）：高松専務、大久吉田商店：吉田工場長
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町
職
員
の
人
事
異
動

　

町
職
員
の
人
事
異
動
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
（　

）
内
は
前
課
と
職
名

と
な
り
ま
す
。

●
退　

職　

者
（
６
／
15
付
）

　

飯
田
　
富
雄

　
　
　
（
税
務
課
主
査
）

ご
寄
附
・
ご
寄
贈
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す

　

こ
の
た
び
、
福
島
み
こ
と

の
会
（
代
表
中
山
政
喜
さ
ん
）

か
ら
、
町
内
で
行
っ
た
カ
ラ

オ
ケ
発
表
会
の
益
金
（
３
万

７
千
205
円
）を
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
備
品
購
入
に
活
用
さ
れ
る

よ
う
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
道
南
う
み
街
信
用

金
庫
（
藤
谷
直
久
理
事
長
）

か
ら
、
道
南
ス
ギ
で
作
ら
れ

た
ベ
ン
チ
１
脚
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

６
月
12
日
（
月
）
に
福
島

町
温
泉
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー

「
吉
岡
温
泉
ゆ
と
ら
ぎ
館
」
で

贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
道
南
う

み
街
信
金
福
島
支
店
の
戸
澤

支
店
長
か
ら
、
鳴
海
町
長
へ

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
信
金
で
は
、
平
成
25
年

か
ら
地
域
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
、
ベ
ン
チ
を
寄
贈
し

て
お
り
当
町
に
は
こ
れ
で
５

脚
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
温
泉
入
館
者
の

休
憩
場
所
に
利
用
し
て
ま
い

り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
防
災
係

　

☎
47
―
３
０
０
１

民
生
委
員
・
児
童
委
員
か
ら

表
彰
者

　

こ
の
た
び
、
永
年
に
わ
た

り
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
福

島
町
で
も
297
名
の
方
々
が
戦

渦
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
ま

し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
多
く
の
方
々
に
対
し
て
、

追
悼
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、

恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
、
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催

致
し
ま
す
。

　

こ
の
追
悼
式
に
は
、
ご
遺

族
の
方
を
始
め
、
一
般
の
町

民
の
方
も
ご
自
由
に
参
列
で

き
ま
す
の
で
、
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

■
日
時　
　
　

　

平
成
29
年
７
月
14
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分

　
（
受
付　

午
後
１
時
よ
り
）

■
会
場　
　
　

　

吉
岡
総
合
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
せ
先　
　

　

町
民
課
町
民
生
活
係

　

☎ 

47
―
４
６
８
１

※
当
日
は
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。
送
迎
を
希
望
さ
れ

る
方
は
７
月
10
日
（
月
）
ま

で
に
町
民
課
へ
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

て
福
祉
の
推
進
に
貢
献
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
次
の
と

お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◯
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

　
【
15
年
以
上
】

　

西
田
　
孝
さ
ん
（
館
崎
１
）

役
場
か
ら
の

　
　

お
知
ら
せ

平
成
29
年
度
福
島
町

戦
没
者
追
悼
式
の
御
案
内

▲昨年の戦没者追悼式
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７
月
１
日
か
ら
新
年
度
分
の
免
除
申
請
受
付
開
始
！

国
民

金
年

の
お
知
ら
せ

☆�

保
険
料
を
納
め
る
事
が
経

済
的
に
難
し
い
と
き

　

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の

「
免
除
」「
納
付
猶
予
」
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

未
納
が
多
く
な
る
と
、「
老

齢
基
礎
年
金
」
の
ほ
か
、「
障

害
年
金
」「
遺
族
年
金
」
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

☆
免
除
の
期
間
に
つ
い
て

　

７
月
か
ら
翌
年
の
６
月
ま

で
を
一
つ
の
年
度
と
し
て
取
扱

い
ま
す
。

（
今
年
は
６
月
ま
で
は
28
年

度
、
７
月
か
ら
は
29
年
度
で

扱
い
ま
す
）

☆「
保
険
料
免
除
制
度
」と
は

　

免
除
申
請
を
行
い
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
承
認
を
受
け

る
と
、
保
険
料
の
全
額
又
は

一
部
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

　

一
部
免
除
の
場
合
は
、
保

険
料
を
納
め
な
い
と
免
除
の

効
果
を
失
い
、
未
納
扱
い
と

な
る
た
め
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

☆
免
除
申
請
の
対
象
者

　
「
免
除
申
請
者
本
人
」「
申

請
者
の
配
偶
者
」「
世
帯
主
」

の
前
年
所
得
に
よ
り
判
定
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
失
業
や
災

害
な
ど
に
よ
り
承
認
さ
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

☆
「
納
付
猶
予
制
度
」

　

30
歳
未
満
の
方
（
28
年
７

月
以
降
の
保
険
料
か
ら
は
、

50
歳
未
満
に
拡
大
）
で
、
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
に

対
し
て
、
そ
の
期
間
の
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
者
本
人
と
配
偶
者
の

前
年
所
得
に
応
じ
て
承
認
の

可
否
が
判
定
さ
れ
ま
す
。

☆
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

20
歳
以
上
の
学
生
で
、
前

年
の
所
得
が
一
定
以
下
の
方

は
、
在
学
中
の
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
社
を
退
職
し
て

学
生
と
な
ら
れ
た
方
は
失
業

を
考
慮
し
た
審
査
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

☆
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
！

　

国
民
年
金
に
は
追
納
制
度

が
あ
り
、
10
年
以
内
な
ら
各

種
免
除
・
猶
予
を
受
け
た
保

険
料
の
納
付
が
で
き
ま
す
。

追
納
す
る
こ
と
で
、
老
齢
基

礎
年
金
の
年
金
額
に
算
入
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
３
年
度

目
以
降
（
26
年
度
以
前
）
の

追
納
は
、
当
時
の
保
険
料
に

加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

●一部免除を承認された保険料額（月額）

●納付猶予制度の承認基準額
　（前年所得）

参考：平成２８年分追納金額（月分）

一部免除の段階 納付する保険料

４ 分 の ３ 免 除 ４，１２０円

半 額 免 除 ８，２５０円

４ 分 の １ 免 除 １２，３７０円

納 付 猶 予 ５７万円

学 生 特 例 １１８万円

納 付 猶 予 １６，２６０円

全 額 免 除 １６，２６０円

４ 分 の ３ 免 除 １２，１９０円

半 額 免 除 ８，１３０円

４ 分 の １ 免 除 ４，０６０円

※�扶養親族により基準額が緩
和されます。

お問い合わせ先 町民課年金係 ☎47－4681（直通）〔　〕9
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　子ども・重度心身障がい者・ひとり親家庭等の各医療費受給者証は、7月31日で有
効期間が満了となり、8月1日から使用できなくなります。
　町では、更新手続きを不要とし、受給者証の交付方法を ｢郵送による交付｣ として
おります。

　※別途通知済の ｢書類提出が必要な方 ( 下記 )｣ は、期日までに提出をお願いします。
　　・高校生受給者の方（子ども医療費のみ）→　在学証明書
　　・大学生等受給者の方（ひとり親家庭等医療費のみ）　→　在学証明書
　　・�今年、福島町へ転入された方等（三医療共通）→平成29年度所得課税（非課税）

証明書

◇新しい受給者証は、7月24日頃までに届くよう送付予定です。
　（有効期限までに届いていない場合には、連絡をお願いします。）

※現在交付を受けておらず、上記表に該当すると思われる方は、福祉課まで連絡して下さい。
　重度心身障がい者・ひとり親家庭等医療費給付事業は、所得制限があるため、対象にならない場合もあります

のであらかじめご了承ください。

医療受給者証が更新となります !!

お問い合わせ先 福祉課福祉係 ☎47－4682（直通）

事　業　名 対　象　者 対象診療 証の色

子　 ど　 も
医 療 費
給 付 事 業

０歳～１８歳の方（�満18歳に達する日以後の3月
31日まで）

※�中学校修了者については、高等学校（定時制 ･
通信制を除く）に在学していることが条件とな
ります。

入院
・
通院

白 色

重 度 心 身
障 が い 者
医 療 費
給 付 事 業

身体障がい者（児）…�身障手帳1級、2級、内部障
害3級の方

入院
・
通院

緑 色
知的障がい者（児）…療育手帳 ｢A｣ 判定の方

入院
・
通院

精神障がい者（児）…精神手帳1級 通院のみ

ひ と り 親
家 庭 等
医 療 費
給 付 事 業

母子・父子家庭の親及び扶養されている18歳まで
の方
※学生は20歳まで

入院
・
通院

（親は入院のみ）

黄 色

〔　〕10
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～　保険証（被保険者証）の一斉更新について　～

お問い合わせ先

北海道後期高齢者医療広域連合
〒 060-0062
札幌市中央区南２条西１４丁目国保会館６階
電話　011-290-5601

福祉課　国民健康保険係

電話　４７－４６８２

新しい保険証は黄色です

◆保険証が新しくなります
　現在ご使用の保険証の有効期限が平成２９年７月３１日をもって 
満了となるため、８月以降は使用できなくなります。
　７月中に新しい保険証を交付しますので、お手元に届きましたら、 
黄色の保険証をご使用ください。

○   新しい保険証の有効期限は、平成３０年７月３１日までです。
○　�紛失したときや、汚れたときは再交付しますので、役場福祉課まで

お申し出ください。

◆ 医療費通知を全受診者へ送付します

◆ 医療費通知の活用について

　広域連合では被保険者の皆様の医療費総額などについてお知らせする「医療費通知」を、
対象期間に医療機関等を受診した全ての被保険者の皆様へ送付します。
　発送月は、９月と３月の年２回です。

※　この通知は皆様の受診状況に
　ついてお知らせするもので、請
   求書ではありません。　

○ 医療費の推移が一目でわかるため、ご自身の健康状態の把握や健康管理に活用できます。
○ 健康診査など、皆様の健康保持・増進に役立つ情報をお知らせします。
○ 診療日数等に間違いがないか確認しましょう。

新しい減額認定証は橙色です

区　分　Ⅱ ・ 世帯全員が住民税非課税である方

区　分　Ⅰ 世帯全員が住民税非課税である方のうち、
次のいずれかに該当する方
・ 世帯全員の所得が０円の方
  （公的年金収入のみの場合、その受給額が８０万円以下の方）
・ 老齢福祉年金を受給されている方

減額認定証の交付対象…次の区分Ⅰまたは区分Ⅱに該当する方

◆減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）も新しくなります
　現在ご使用の減額認定証の有効期限が平成２９年７月３１日をもって満了となるため、８月以降は
使用できなくなります。有効期間は保険証と同じく１年間です。
　引き続き交付対象に該当する方は７月中に減額認定証を交付しますので、８月１日からは橙色の減
額認定証をご使用ください。
　新たに必要となる方は、下記の交付要件に該当することをご確認の上、
役場福祉課へ申請してください。
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　町では、大規模地震発生時に、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）(※)から送られてく
る緊急地震速報を、確実に皆様へお伝えするため、全国一斉の情報伝達訓練を行います。
　当日実施する訓練は次のとおりです。

Ｑ：緊急地震速報を見聞きしたら、どうすればいいの？
Ａ：�緊急地震速報を見聞きしたら、周りの人に声をかけながら　「周囲の状況に

応じて、あわてずに、まず身の安全を確保」してください。

※��Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を国から市
区町村へ、人工衛星などを通じて瞬時にお伝えするシステムです。

※�緊急放送の場合は、戸別受信機の音量を小さく設定していても、最
大音量で放送されます。

～訓練日時：平成２９年７月５日（水）午前１０時１５分頃～

詳しくは、総務課総務防災係　☎47-3001

防災行政無線を用いた緊急地震速報伝達訓練の実施 !!

　情報伝達手段 内　　容

防災行政無線
試験放送　　

(緊急地震速報 )

　防災行政無線（屋外スピーカー及び戸別受信機）から、
最大音量で次の放送内容が一斉に放送されます。

【放送内容】
　（上り４音チャイム）
　＋「こちらは、防災ふくしまです。」
　＋「只今から訓練放送を行います。」
　＋（緊急地震速報チャイム音）
　＋「緊急地震速報。大地震です。大地震です。」
　＋「これは訓練放送です。」
　＋「こちらは、防災ふくしまです。」
　＋「これで訓練放送を終わります。」
　＋（下り４音チャイム）

を３回

まず低く 頭を守り 動かない

安全確保行動の
３ステップ

緊急地震速報を見聞きしたら、
まずこの行動を
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第26回北海道女だけの相撲大会

第11回写真コンテスト 結果
　6月13日（火）に北海道女だけの相撲大会第11回写真コンテストの審査会が行われ
ました。
　競技部門とユニーク部門に分かれ審査を行い、応募総数111点の中から入賞作品が
選ばれました。
　入賞作品は吉岡温泉大研修室に展示しています。

推　薦

競技部門 ユニーク部門

「異次元パワー」

「お手本は私よ」

知内町　竹田　徹夫さん

福島町　村山　和治さん

＜競技部門＞ ＜ユニーク部門＞
推　薦「異次元パワー」　　竹田　徹夫（知内町）
特　選「私が勝者よ！」　　山口　健一（函館市）
	 「ひきおとし！」　　宗山　和夫（七飯町）
入　選「引っ張らないで」　水関　　清（函館市）
	 「つきだし」　　　　宗山　和夫（七飯町）
	 「迫力の上手投げ」　古櫛　由美（北斗市）
	 「大金星の瞬間！」　松崎　一朗（函館市）
	 「大技一本あり」　　竹田　徹夫（知内町）

推　薦「お手本は私よ」　　　　　　村山　和治（福島町）
特　選「四股名を手に」　　　　　　東　　博昭（函館市）
	 「ママ勝っちゃったよ～」　　松崎　一朗（函館市）
入　選「母は強し、されど優し」　　竹田　徹夫（知内町）
	 「ヤッター」　　　　　　　　小林　義雄（函館市）
	 「多彩な足元」　　　　　　　東　　博昭（函館市）
	 「早くも戦闘モード」　　　　竹田　徹夫（知内町）
	 「呼び出しさん・お手伝い」　村山　和治（福島町）

写真コンテスト結果
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町内の小学生を対象に、まちの歴史や産業、
風土などの様々な体験学習を学ぶ「福島
学ジュニア」の第１回目を６月１７日（土）、
吉岡総合センターで開催しました。　　
　今回は考古学教室出前講座と題し、北
海道埋蔵文化財センターの職員による考古
学（遺跡）
に関する
ビデオ上
映、ミニ
土偶作り
体験を行
いました。

◇
第
２
回
福
島
学
ジ
ュ
ニ
ア

　

お
も
し
ろ
実
験
室

期
日 

７
月
１
日
（
土
）

場
所 

福
祉
セ
ン
タ
ー

時
間 

10
時
～

◇
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
公
開
録
音

期
日 

７
月
８
日
（
土
）

場
所 

福
祉
セ
ン
タ
ー

時
間 

13
時
～

◇
吉
小
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス

期
日 

７
月
11
日
（
火
）

場
所 

吉
岡
小
学
校

時
間 

8
時
30
分
～
10
時
00
分

◇
福
中
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス

期
日 

７
月
18
日
（
火
）

場
所 

福
島
中
学
校

時
間 

14
時
20
分
～
15
時
15
分

●
７
月
の
行
事
予
定

　６月８日（木）に福島小学校で４年目となる「相撲に親しむ教室」を開催しました。町内の
小学校の児童を１～３年生・４～６年生の２グループに分け、相撲の基本動作から実際の取
組まで行いました。
　また、４～６年生グループの際には、土俵整備のために来町されていた九重部屋の重次郎
氏による呼び出しの実演等もあり、参加児童たちは歓声を上げながら教室を楽しんでいました。

　６月３日（土）、ファミリースポーツ公園
で町内会対抗パークゴルフ大会が行われま
した。８つの町内会から９チームが参加し、
雨の中でしたがプレーを楽しみました。

優　勝　吉田町町内会
準優勝　吉野町内会
第３位　館古町内会

相撲に親しむ教室

福島学ジュニア 第15回いきいき町内会

対抗パークゴルフ大会

＊7月総合体育館カレンダー＊
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31
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と　き　　平成２９年７月８日（土）
　　　　　開演：午後１時　開場：午後１時３０分　終演予定：午後４時

ところ　　福島町福祉センター（松前郡福島町字三岳32番地3）

★
★

★

テーマ：「鉄腕アトムに憧れて～ＡＩ（人工知能）と歩んだ道～」

講　師： （まつばら　ひとし）

（とくだ　あきら） （むらかみ　さとわ）

（公立はこだて未来大学副理事長／人工知能研究者）

（アナウンサー） （アナウンサー）

東京都出身。1981年東京大学理学部情報科学科卒業。1986年同大学院工学系
研究科情報工学専攻博士課程修了。工学博士。2016年公立はこだて未来大学
副理事長。

観覧は無料ですが、入場整理券（１枚で１人入場可）が必要です。

（教育委員会または福祉センターまで、ご連絡ください。）

「函館発ラジオ深夜便」
放送予定　　平成２９年７月２８日（金）午後１１時１５分～　２９日（土）午前５時
　　　　　　（ラジオ第１・国際放送）※午前１時からはＮＨＫ－ＦＭでも放送します。

福島町教育委員会　☎0139-47-3675

1975年（昭和50年）入局。
「連想ゲーム」「ＮＨＫのど
自慢」などを担当。

函館局を初任地として、東京
アナウンス室、札幌局、旭川
局に勤務。

松原　仁

徳田　章 村上　里和

第１部

第２部

明日へのことば講演会

アンカーを囲むつどい

申込方法
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ご意見やお問い合わせは   産業課農林係まで　☎：47－3002 　FAX：47－4504まで

第
１
回
教
育
フ
ァ
ー
ム
開
催

ど
す
こ
い
朝
市

好
評
開
催
中
！

　

５
月
22
日
（
月
）
に
三
岳
ほ
場
で
、
福
島
小
学
校
と
吉
岡
小
学

校
の
５
年
生
を
対
象
に
黒
米
の
田
植
え
体
験
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

田
植
え
作
業
に
入
る
前
に
渡
島
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
寺
山

専
門
普
及
指
導
員
か
ら
苗
の
持
ち
方
や
植
え
方
、
黒
米
の
栄
養
分

等
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
学
習
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
裸
足
で
田
ん
ぼ
に
入
り
、
秋
に
豊
作
に
な
る
こ

と
を
祈
り
な
が
ら
一
生
懸
命
黒
米
の
田
植
え
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
後
７
月
に
生
育
状
況
の
観
察
会
と
10
月
に
稲
刈
り
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

　

毎
週
日
曜
日
午
前
７
時
よ
り
ト
ン
ネ
ル
記
念
館
駐
車
場

で
ど
す
こ
い
朝
市
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

旬
な
野
菜
や
果
物
、
魚
介
類
な
ど
普
段
よ
り
も
お
買
い

得
な
価
格
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
５
月
と
６
月
は
、
甘
い

い
ち
ご
や
、
塩
紅
鮭
や
ソ
ウ
ハ
チ
が
販
売
さ
れ
、
大
盛
況

で
し
た
。

　

７
月
か
ら
は
、
福
島
町
産
の
新
鮮
な
野
菜
等
が
数
多
く

出
品
さ
れ
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
来
場
下
さ
い
。

黒米の説明をする寺山専門普及指導員

田植えを体験する児童
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私
は
関
東
に
い
た
時
、
夏
の
間
は
出
来
る
だ
け
ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た

部
屋
か
ら
外
に
出
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
程
暑
い
の
が
苦
手
な
ん
で
す

が
、
野
菜
に
よ
っ
て
は
温
暖
化
で
気
温
が
上
が
っ
た
事
で
道
南
で
も
作

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
物
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ
の
野
菜
の
１
つ
で
あ

る
サ
ツ
マ
イ
モ
に
つ
い
て
御
紹
介
し
ま
す
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
は
中
南
米
原
産
で
１
６
０
０
年
頃
日
本
に
伝
播
し
ま
し

た
。
そ
の
後
薩
摩
地
方
（
鹿
児
島
県
）
周
辺
で
栽
培
が
行
わ
れ
、
江

戸
時
代
の
８
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
時
に
儒
学
者
の
青
木
昆
陽
が
関
東

地
方
に
普
及
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
に
つ
い
て
は
長
い
間
栽
培
さ
れ
た
記
録
が
無
く
、
平
成
15
年

に
な
っ
て
厚
沢
部
町
で
焼
酎
の
原
料
用
と
し
て
栽
培
さ
れ
始
め
、
平
成

25
年
に
北
斗
市
の
農
業
試
験
場
と
滝
川
市
の
花
・
野
菜
技
術
セ
ン
タ
ー

で
道
内
向
け
の
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
は
痩
せ
た
土
地
で
も
育
つ
の
で
昔
か
ら
非
常
食
と
し
て

有
効
活
用
さ
れ
て
来
ま
し
た
。
戦
時
中
は
毎
日
芋
し
か
食
べ
る
物
が

無
く
、
逆
に
芋
嫌
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
年
配
の
方
も
良
く
聞

き
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
い
ざ
と
い
う
時
の
非
常
食
と
し
て
育
て
や
す
い

物
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

栽
培
に
つ
き
ま
し
て
は
、
豆
類
と
同
じ
よ
う
に
サ
ツ
マ
イ
モ
も
自
分

で
窒
素
が
作
れ
る
の
で
肥
料
を
入
れ
る
な
ら
リ
ン
酸
・
カ
リ
が
多
い
物

を
使
っ
た
方
が
良
い
み
た
い
で
す
。
と
は
言
い
ま
し
て
も
自
分
で
確
認

し
た
事
が
無
い
の
で
今
年
は
実
際
に
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
の
実
験
を

し
て
み
ま
す
。
25
ｍ
の
畝
を
肥
料
を
入
れ
る
所
と
入
れ
な
い
所
で
半
々

に
し
て
、
更
に
肥
料
を
入
れ
る
所
の
半
分
に
砂
を
入
れ
て
み
ま
す
。
こ

れ
で
収
穫
に
ど
う
い
う
差
が
出
来
る
の
か
、
ま
た
子
供
達
に
掘
っ
て
も

ら
お
う
と
思
い
ま
す
。

　

少
し
ず
つ
気
温
も
上
昇
し
始
め
、

気
が
つ
け
ば
今
年
も
半
分
が
経
過
し

た
所
で
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ

ま
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
と
言
う
と
、
６
月
は
夏
の
時

期
に
迎
え
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
準
備

期
間
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
特

に
印
象
に
残
っ
た
の
が
、
毎
年
こ
の
時

期
に
行
わ
れ
る
横
綱
記
念
館
内
の
土
俵
整
備
で
す
。

　

九
重
部
屋
よ
り
呼
び
出
し
の
重
太
郎
さ
ん
、
重
次
郎
さ
ん
、（
株
）

石
岡
組
の
皆
さ
ま
と
３
日
間
に
渡
り
作
業
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
５
時
間
近
く
水
撒
き
を
し
て
土
埃
を
お
さ
え
、
土
を
掘
り

起
こ
し
や
す
い
よ
う
に
軟
ら
か
く
し
ま
す
。
２
日
目
は
ス
コ
ッ
プ
な
ど

で
土
を
掘
り
起
こ
し
た
あ
と
、
平
ら
に
戻
し
ま
す
。
３
日
目
は
写
真
に

あ
る
専
用
の
「
タ
タ
キ
」「
タ
コ
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
道
具
で
土
を
固

め
な
が
ら
平
ら
に
な
ら
し
ま
す
。
そ
の
後
は
九
重
部
屋
の
２
人
が
土
俵

の
円
を
か
た
ど
っ
た
り
、
土
を
削
っ
た
り
し
、
最
後
に
仕
切
り
線
を
白

い
ペ
ン
キ
で
土
俵
に
描
く
と
、
一
気
に
場
の
雰
囲
気
が
締
ま
り
ま
す
。

　

福
島
町
に
い
る
と
毎
夏
、
力
士
を
見
か
け
る
事
が
で
き
た
り
、
何

か
と
相
撲
の
こ
と
は
身
近
に
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
様
な
裏
方
の

業
務
体
験
や
、
見
学
を
し
た
方
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
発
見
や
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
改
め
て
感
じ
る

事
が
出
来
た
３
日
間
で
し
た
。

　

今
年
は
横
綱
記
念
館
が
開
館
20
年
周
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
機

会
に
町
民
の
皆
さ
ま
も
改
め
て
横
綱
記
念
館
に
足
を
運
ん
で
頂
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
新
た
な
発
見
を
見
つ
け
て
欲
し
い
と
思
う
の
で
す
。

地域おこし協力隊
猪熊　矩嗣

地域おこし協力隊
野口　和也
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１ 土
教　第2回福島学ジュニア「科学であそぼおもしろ実験室」

	 10:00～福祉センター

２ 日 産　どすこい朝市	 7：00～トンネル記念館駐車場

３ 月
福　ふれあい教室	 10:00～11:30　吉野母と子の家　

	 13:30～15:00　吉岡総合センター

４ 火

福　献血	 13:30～14:30　福祉センター　　　　　　

	 14:45～15:45　役場　　　　　　　　　　

	 16:00～17:00　コープさっぽろふくしま店

保育　こぐまクラブ	 10:00～福島保育所

保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30子育て支援センター

５ 水

町　社会を明るくする運動内閣総理大臣メッセージ伝達

	 13:00～役場庁舎前

福　リハビリ教室	 10:00～11:30健康づくりセンター

教　水中運動教室	 10:00～町民プール

福幼　マイケル先生と遊ぼう！	 10:00～福島幼稚園

福幼　おめでとう！誕生会	 11:30～福島幼稚園

６ 木
保育　ALT 訪問 (英語であそぼう )	 10:00～福島保育所

教　水中運動教	 18:30～町民プール

７ 金 福　合同ふれあい教室	 13:30～15:00吉岡総合センター

８ 土
教　ＮＨＫラジオ深夜便公開録音	 13:00～福祉センター

福幼　絵本のひろば	 9:00～12:00

９ 日 産　どすこい朝市	 7：00～トンネル記念館駐車場

10 月

11 火

福　ふれあい教室	 10:00～11:30浜中母と子の家　　

	 13:30～15:00健康づくりセンター

保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30吉岡総合センター

保育　食育教室（つばめ組）	 10:40～福島保育所

教　移動図書（福小 10：15～10：35）

教　吉岡小学校ブックフェスティバル

	 8:30～10:00吉岡小学校

12 水

福　温泉健康相談	 10:30～15:30吉岡温泉

保育　保育参観日	 10:00～福島保育所

保育　給食試食会 (つばめ組保護者 )	 11:00～福島保育所

福幼　ちびっこ広場～夏のあそび～	 10:00～福島幼稚園

13 木

14 金 町　戦没者追悼式	 13：30～吉岡総合センター

15 土

16 日 産　どすこい朝市	 7：00～トンネル記念館駐車場

17 月 海の日

18 火
保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30横綱ビーチ
教　福島中学校ブックフェスティバル

	 14:20～15:15福島中学校

19 水
福　リハビリ教室	 10:00～11:30健康づくりセンター
保育　福島保育所誕生会	 10:00～福島保育所
福幼　保育参観	 10:00～12:00福島幼稚園

20 木

町　人権相談・行政相談	 13:00～15:00役場
福　乳幼児健診（ブックスタート事業）

	 13:30～14:30　健康づくりセンター
福幼　合宿保育	 13:00～福島幼稚園

21 金

議　議会運営委員会	 14:30～議員委員会室
福　育児教室	 10:00～12:00子育て支援センター

	 13:30～15:00健康づくりセンター
福幼　合宿保育	 13:00まで　福島幼稚園

22 土
産　海峡横綱ビーチ「海開き」（ 8/20まで）	 10:00～
福幼　第1学期終業式	 10:00～福島幼稚園

23 日 産　どすこい朝市	 7:00～トンネル記念館駐車場

24 月 福　ふれあい教室	 13:30～15:00健康づくりセンター

25 火

福　ふれあい教室	 10:00～11:30あづま～る　　

	 13:30～15:00三岳母と子の家
教　ＰＴＡよいっしょ夏祭り	 14:30～吉岡小学校
保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30子育て支援センター

26 水
教　各小学校・中学校1学期終業式（夏休み期間7/27～8/20）
保育　総合避難訓練	 10:00～福島保育所

27 木 福　介護家族交流会	 13:30～15:00健康づくりセンター

28 金

29 土

30 日
産　どすこい朝市	 7:00～トンネル記念館駐車場
教　第38回北海道中学校相撲大会	10:20～鏡山公園相撲場

　　（雨天：福島町総合体育館）

31 月 議　議会基本条例に関する諮問会議	15:00～議会委員会室

今月の行事予定

議 議会事務局　　 (47)2215

総 総務課 (代表 ) (47)3001

企 企画課 (47)3007

税 税務課 (47)4683

町 町民課 (47)4681

福 福祉課 (47)4682

建 建設課 (47)3006

産 産業課 (47)3004

吉 吉岡支所 (48)5211

教 教育委員会 (47)3675

保育 認定こども園福島保育所 (47)3440

福幼 福島幼稚園 (47)2233

福消 福島消防署 (47)2119

観 観光協会 (47)3004

お問い合わせ先　– telephone -

７ 月
July
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消
防
職
員
の
募
集

　

平
成
29
年
度
、
30
年
度
採

用
の
消
防
職
員
採
用
試
験
が

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

■
採
用
予
定
者

　

①
１
名

　

②
３
名

■
採
用
年
月
日

　

①
平
成
29
年
10
月
１
日

　

②
平
成
30
年
４
月
１
日

■
受
験
資
格
者

・�

高
等
学
校
卒
業
又
は
同
等

以
上
の
学
力
を
有
し
、
満

18
歳
以
上
25
歳
未
満
の
者

・�

短
期
大
学
卒
業
者
は
27
歳

未
満
の
者

・�

大
学
卒
業
者
は
29
歳
未
満

の
者

■
身
体
条
件

・�

身
長
160
㎝
以
上
で
体
重
55

㎏
以
上
、
矯
正
視
力
で
0.7
以

上
等
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

■
試
験
科
目

◎
第
１
次
試
験

　

�

教
養
試
験
、
適
正
検
査
、

作
文
、
体
力
測
定

◎
第
２
次
試
験

　

�

一
次
試
験
合
格
者
に
対
し

て
面
接
試
験
を
実
施

■
試
験
日

◎
第
１
次
試
験　

　

８
月
19
日
（
土
）

■
受
験
手
続
き
及
び
受
付
期
間

◎
申
込
書
用
紙
の
請
求
・
提
出
先

・�

郵
送
に
よ
る
申
込
書
請
求

の
場
合
は
、
120
円
切
手
を

貼
付
し
た
返
信
用
封
筒

（
Ａ
４
版
以
上
）
に
住
所

氏
名
を
記
入
し
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

・�

提
出
す
る
場
合
は
、
郵
送

封
筒
の
表
に
『
渡
島
西
部

広
域
事
務
組
合
職
員
試
験

申
込
書
』
と
朱
書
き
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
受
付
期
間

　

７
月
３
日
（
月
）
～

　

８
月
４
日
（
金
）
15
時
必
着

◎
申
込
先

　

〒
０
４
９
―

１
３
３
１

　

�

松
前
郡
福
島
町
字
三
岳
45

番
地
１

　

�

渡
島
西
部
広
域
事
務
組
合

消
防
本
部

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�

渡
島
西
部
広
域
事
務
組
合

消
防
本
部

　

☎
47
―

４
０
１
８

海
上
保
安
大
学
校
・
海
上
保

安
学
校
学
生
募
集

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
平
成

30
年
４
月
期
採
用
の
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

■
待
遇

　

学
校
は
、
入
学
金
・
授
業

料
が
一
切
不
要
で
、
学
生

は
、
入
学
と
同
時
に
国
家
公

務
員
と
し
て
の
身
分
を
与
え

ら
れ
、
毎
月
の
給
与
や
ボ
ー

ナ
ス
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
受
験
資
格

◎
海
上
保
安
大
学
校

　

�

平
成
29
年
４
月
１
日
で
高

等
学
校
又
は
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
２
年
を
経

過
し
て
い
な
い
者
。

　
�

平
成
30
年
３
月
ま
で
に
高

等
学
校
又
は
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

者
等
。

◎
海
上
保
安
学
校

　

�

平
成
29
年
４
月
１
日
で
高

等
学
校
又
は
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
５
年
を
経

過
し
て
い
な
い
者
。

　

�

平
成
30
年
３
月
ま
で
に
高
等

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者
等
。

■
申
込
み
方
法
等

　

�

申
込
み
方
法
、
試
験
内
容

等
は
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�http://w
w

w
.kaiho.

m
lit.go.jp/ope/saiyou/

bosyu.htm
l

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

函
館
海
上
保
安
部

　

☎
０
１
３
８
―
42
―
１
１
１
８

町発注の工事等入札結果の状況をお知らせします。詳しい資料は、役場総務課窓口で閲覧いただけます。
☆入札結果（5月24日～5月24日） 単位：円

工事等入札結果の公表

工 事 名 等 落札業者名 予定価格 契約金額 履行期間
防犯用ＬＥＤ化照明導入事業（その1）㈲花田電気 11,664,000 11,232,000 H29.10.31

防犯用ＬＥＤ化照明導入事業（その２）㈱桧山電気工業 10,580,400 10,368,000 Ｈ29.10.31

防犯用ＬＥＤ化照明導入事業（その３）福島電工 12,636,000 12,387,600 Ｈ29.10.31
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渡島・檜山管内町村職員採用資格試験の案内
お問い合わせ先　役場総務課総務防災係　☎47-3001　　渡島町村会事務局　☎0138-47-9223

自　衛　官　募　集
お問い合わせ先　役場総務課総務防災係　☎47-3001
　　　　　　　　自衛隊松前募集事務所☎0139-42-3774
　　　　　　　　（Ｅメールでの資料請求は、recruit1-hakodate@pco.mod.go.jp まで）

◆試験区分
　�一般事務～�町長部局、教育委員会等各種

委員会事務局、議会事務局等
に勤務し、一般行政事務に従
事します。

◆受験資格
　【初級】　�平成８年４月２日から平成１２

年４月１日までに生まれた方
　【上級】　�昭和６２年４月２日から平成８

年４月１日までに生まれた方

◆試験科目
　◎第一次試験
　　初級（教養・作文試験）
　　上級（教養・論文試験）
　◎第二次試験
　　一次試験合格者に対し面接試験
◆受験手続き及び期間
　７月３日（月）～７月３１日（月）
◆試 験 日
　９月１７日（日）
◆試験会場
　公立はこだて未来大学

１　自衛官候補生
◆身　　分　特別国家公務員
◆募集種目　陸・海・空自衛官候補生
◆対 象 者
　日本国籍を有する、18歳以上27歳未満の者
◆受付締切日
　年間を通じて受付しております
◆試 験 日
　男子・女子・・・9月2日（土）、3日（日）、

4日（月）、22日（金）、23日（土）、24日（日）、
25日（月）のうち１日

◆手　　当
　�自衛官候補生月額　130,800円（入隊か

ら３ヶ月間）
　�自衛官任用一時金　176,000円（２士に

任官時）
■休日・休暇
　�週休２日制、祝日、年末年始及び夏季休

暇、年次休暇

◆試験会場
　陸上自衛隊函館駐屯地内
　�採用後「自衛官候補生」（特別国家公務員）

に任命され、自衛官となるために必要な
基礎教育訓練を行います。自衛官候補生
として所要の教育を経て３ヶ月後に２等
陸・海・空士 ( 任期制自衛官 ) に任官し
ます。

２　一般曹候補生
◆募集種目　一般曹候補生
◆対 象 者
　日本国籍を有する、18歳以上27歳未満の者
◆受付締切日
　9月8日（金）必着
◆試 験 日
　9月16日（土）、17日（日）のうち１日
◆試験会場
　陸上自衛隊函館駐屯地内

　平成30年度採用の町村職員採用資格試験が次のとおり行われます。詳しくは、上記までお
問い合わせください。
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5
月
風
呂
の
日
の
当
選
者

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

吉岡温泉だより

温泉で心も体もリフレッシュ！
風呂の日は、ちょっと得した気分！

家族みんなで、温泉へ出かけましょう！

●サービスカードのスタンプを１個サービス！
●抽選により回数券（6枚）を１０組にプレゼント！

26日 （水）

松
　
浦
　
沢
田
　
堅
一
　
さ
ん

館
　
崎
　
酒
井
　
俊
忠
　
さ
ん

館
　
崎
　
川
合
　
正
子
　
さ
ん

吉
　
岡
　
山
木
　
ト
メ
　
さ
ん

吉
　
岡
　
平
沼
　
博
子
　
さ
ん  

豊
　
浜
　
小
林
　
洋
佑
　
さ
ん  

月
　
崎
　
平
澤
　
惠
子
　
さ
ん

月
　
崎
　
櫻
庭
　
照
雄
　
さ
ん

松
前
町
　
小
野
寺
里
美
　
さ
ん

７月は、福島幼稚園の作品です。

父の日のプレゼント

『和紙染めのうちわ』と『お父さんの似顔絵（星組）』
【後列左から】	 ①いしかわ　そう くん　　　②たかもり　はると くん　　　③みずさわ　ゆら ちゃん
		  ④ゆあさ　あいら ちゃん　　⑤よしざわ　すずね ちゃん

【前列左から】	 ⑥いしかわ　ほの ちゃん　　⑦たかだ　ゆゆ ちゃん　　　　⑧にしざわ　さく くん
		  ⑨よしざわ　あすみ ちゃん　⑩にいやま　めい ちゃん　　　

7月の風呂の日
市町村振興宝くじ「サマージャンボ宝くじ」

たくさん当たる！サマージャンボプチが新登場！

○発売期間
　平成29年7月18日（火）～8月10日（木）
○抽 選 日
　平成29年8月20日（日）
※�この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまち

づくりに使われます。

公益財団法人　北海道市町村振興協会

ちびっこギャラリー
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○
優
良
運
転
者
講
習（
30
分
講
習
）

　

７
月
６
日 

（
木
） 

午
後
６
時

福
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
松
前
町
の
講
習

　

７
月
19
日 

（
水
） 

松
前
町
総
合
セ
ン
タ
ー

●
違
反
講
習　

午
前
10
時

●
優
良
講
習　

午
後
１
時

●
一
般
講
習　

午
後
２
時

●
初
回
講
習　

午
後
３
時
45
分

☆
運
転
免
許
更
新
手
数
料

２
，
５
０
０
円

☆
更
新
時
講
習
手
数
料

○
優
良
運
転
者	

５
０
０
円

○
一
般
運
転
者	

８
０
０
円

○
初
回･

違
反
者	

１
，
３
５
０
円

○
高
齢
者

　

70
歳
～
74
歳	

５
，
６
０
０
円

　

75
歳
以
上	

５
，
２
０
０
円

　

小
型
特
殊
の
み	

２
，
２
５
０
円

☆
お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

５
月
16
日
～
６
月
23
日
届
出
分

☆
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

 

亡
く
な
っ
た
方  

年
齢 

地
区
名

藤
原　

キ
ヨ
さ
ん（
78
歳
）三
岳
１

齊
藤　

ツ
ル
さ
ん（
83
歳
）白
符
３

　

更
新
時
講
習
を
受
講
す
る
場

合
は
、 

事
前
に
松
前
警
察
署
で

更
新
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
の
で
、 

ご
注
意
願
い
ま

す
。 

　

詳
細
は
、 

松
前
警
察
署
交
通

係 
（
☎
42
―
３
１
１
０
） 

ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

ス ピ ー ド ダ ウ ン キ ャ ン ペ ー ン 実 施 中 ！

お 

名 

前

地
区
名

保
護
者

竹
内　
　

湊
く
ん

日
向
２

湧
也
さ
ん

白
川　

由
弦
ち
ゃ
ん

月
崎
２

賢
さ
ん

新
山　

圭
瞬
く
ん

吉
岡
１

祐
介
さ
ん

日曜当番医 人口と世帯
 （H29. ５月末現在） 

前月比

７月２日　（木古内国保病院）
　　９日　　小笠原クリニック
　　16日  （松前町立病院）
　　23日　（木古内国保病院）
　　30日　（松前町立病院）

人　口 ４，２８６ 人 －４ 人

男 １，９８６ 人 －１ 人

女 ２, ３００ 人 －３ 人

※診療時間は、 午前９時から
　午後３時までです。 　　 世帯数 ２, １７８ 世帯 －１ 世帯

第728号

平成29年７月１日発行

ふるさと応援基金
　平成29年6月23日現在までの寄付金が下記のと
おりとなりました。ありがとうございました。

福島町ふるさと応援基金事業を募集しています！
詳しい内容は、 町ホームページで！
担当：企画課　企画係　☎47-3007

期　間 件　数 寄　付　金

H18.4～ H29.3 740件 25,321,222円

H29.6 35件 190,000円

小　計　① 775件 25,511,222円

使ったお金② 8件 1,939,000円

①－② 23,572,222円

わが家のアイドルで～す

高た
か

橋は
し

　
瑚こ

の

か花 

ち
ゃ
ん

平
成
26
年
６
月
12
日
生
ま
れ

父　

高
橋　

政
樹
さ
ん
（
吉
野
）

わが家のアイドル募集中 !
このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています！掲載を希望
される方は、企画課広報広聴係（☎47－3007）までご連絡ください。

お
し
ゃ
べ
り
だ
け
は
一
人
前
！

甘
え
ん
坊
の
コ
ノ
カ
で
す
！

お
う
ち
の
方
よ
り
一
言

〔　〕22

―広報ふくしま　７月号―


